





















Third Activity Report on Promotion of Cooperative Infant







































































































































開催回数 32回 50回 49回
参加組数(人） 546(1192) 2608(5532) 2757(5856)
１回の平均組数(人) 17.1(37.3) 52.2(110.6) 56.3(119.5)
午前の平均 19.7(44.2) 80.1(169.8) 72.4(153.3)




開催回数 32回 50回 49回
０歳児 184( 28.9%) 561( 19.2%) 416( 13.6%)
１歳児 315( 49.5%) 1574( 54.1%) 1590( 51.7%)
２歳児 63( 9.9%) 663( 22.7%) 813( 26.5%)
３歳児 73( 11.5%) 106( 3.6%) 233( 7.6%)
４歳以上 1( 0.2%) 11( 0.4%) 18( 0.6%)















参加数(人） 611 1019 193 536 211 81 36 45 5 8 7 5 2757






























開催回数 32回 50回 49回
活動内容別 （１回の平均組数±SD） （１回の平均組数±SD） （１回の平均組数±SD）
自由ひろば＊１ 22回（17.1±12.1） 45回（54.3±28.5） 43回（59.3±26.2）
育児講座 5回（15.2±6.5)＊２ 2回（26.0±8.5)＊３ 3回（32.3±6.4)＊４
親子サロン 5回（16.8±8.3)＊５ 3回（36.3±21.0)＊６ 3回（37.7±7.6)＊７


















開催回数 32回 50回 49回
母性教員 105( 35.5) 206( 44.7) 103( 28.7)
地域教員 18( 6.0) − −
保育士(有償） 108( 36.5) 164( 35.6) 183( 51.0)
看護師（有償） 0 40( 8.7) 41( 11.4)
ボランティア 65( 22.0) 51( 11.0) 32( 8.9)
内訳
学生（再掲） 58 38 20
一般（再掲） 7 13 12
延べ人数 296(100.0) 461(100.0) 359(100.0)
延べ人数の平均 9.2 9.2 7.3
表６ 年度別質問紙の有効回答数と対象の背景
平成19年度 平成20年度 平成21年度
有効回答数(人) 138 135 113
参加１組あたりの子ども数（％）
１人 81.0 85.2 89.4
２人 17.5 14.8 10.6
３人以上 1.5 0.0 0.0
利用頻度（％）
ほぼ毎週 3.6※ 36.9 31.0
２回/月 11.7※ 38.3 36.3
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図１ 年度別子育てひろばに参加したきっかけ
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おわりに
この事業は平成21年度 理事長特別研究費の交付を受
けて行ったものである．この事業を始めて３年になるが，
毎年思うのは教育業務の傍らに事業に携わるため，制約
や限界があり，活動が十分にいたらないことである．今
ではなくてはならない保育士，看護師スタッフに助けら
れ，支えられて３年間この事業を継続することができて
いる．年々増してくる「継続」，「連携」の重みを感じな
がら，この子育てひろばを楽しみにしてくれている親子
のためにも，何らかの形で今後も取り組んでいきたい．
この事業に携わってくださった保育士，看護師，本学
の教員と職員，外部講師の皆様に深謝いたします．
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